
 

2019 年 1 月号（No81）の記事要旨と参考文献 
参考文献はアクセスが容易になるように、できる限りネットへのリンクをつけたものにしています（特に

PubMedアブストラクトへリンクできるよう） 

 

 
 



 
 
 
 
P3  Free http://www.npojip.org/chk_tip/81-Editorial.pdf  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



P4～6 

 
参考文献 

1)薬のチェックTIP 2015：15(57)：12-13 
2)薬のチェックTIP 2015：15(58)：37-39 
3)Al-Jashaami LS et al. Management of Clostridium difficile Infection. Gastroenterol Hepatol. 2016t;12(10):609-616. 

PMID:27917075 
4)薬のチェックTIP 2015: 15 (58): 40-41 
5)フィダキソマイシン審査報告書、申請資料概要、添付文書 
6)米国食品医薬品庁FDA：https://www.accessdata.fda.gov/drugsatfda_docs/label/2011/201699s000lbl.pdf  
7)欧州医薬品庁（European Medicines Agency） 
  ：https://www.medicines.org.uk/emc/product/4125/smpc 
8) Cattoir Vet al  Fidaxomicine, un nouveau traitement pour les infections à Clostridium difficile  2006.4.16  

http://www.em-consulte.com/article/800011/fidaxomicine-un-nouveau-traitement-pour-les-infect 2018.7.23アクセス 
 9) Johnson S, Louie TJ, Gerding DN, et al. Polymer Alternative for CDI Treatment (PACT) investigators. Vancomycin, 

metronidazole, or tolevamer for Clostridium difficile infection: results from two multinational, randomized, controlled trials. Clin 
Infect Dis. 2014;59(3):345–354. 

10) Zar FA, Bakkanagari SR, Moorthi KM, Davis MB. A comparison of vancomycin and metronidazole for the treatment  of 
Clostridium difficile-associated diarrhea, stratified by disease severity. Clin Infect Dis. 2007;45(3):302–307. PMID:17599306 

11)厚生労働省重要事例情報－分析集第5回報告分：事例396 
 https://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/isei/i-anzen/1/syukei5/8.htm 

 

 

 
 
 



P6～8

 
 
参考文献 
1) 厚生労働省、平成28年国民生活基礎調査の概況 
2)オーストラリア治療ガイドライン委員会著，消化器疾患治療ガイドライン（翻訳），医薬ビジランスセンター発行，
1999年 
3) 薬のチェックTIP編集委員会、ルビプロストン（商品名：アミティーザ）：使用不可 害が大きすぎる、薬のチェッ
クTIP、2015（59）：55-57. 

4)浜六郎、中西剛明、便秘用薬剤リナクロチド（商品名リンゼス）：緩下作用はあるが大腸菌の細菌毒素由来のもの：
無用、薬のチェックTIP、2017（71）：62-63.（Prescrire International 23（155)：285-7要約の翻訳に本誌解説） 

5)グーフィス®錠、インタビューフォーム． 
6)グーフィス®錠申請資料概要、グーフィス®錠審査報告書 
7)Acosta A et al. Elobixibat and its potential role in chronic idiopathic constipation. Therap Adv Gastroenterol 2014 Jul;7(4):167-75. 

PMID:25057297 
8)Taniguchi S et al. Elobixibat, an ileal bile acid transporter inhibitor, induces giant migrating contractions during natural defecation in 

conscious dogs. Neurogastroenterol Motil 2018 Dec;30(12):e13448. PMID:30129138 
9)Tong, J. et al. Association between fecal bile acids and colorectal cancer: a meta-analysis of observational studies. Yonsei Med J 49: 

792-803. PMID: 18972600 
 
P９ 

 
 フルニエ壊疽は、1883年にフランス人医師フルニエが男性患者の急激に重篤な転帰をとる外陰部の感染性壊疽として報告し
たのが最初です。現在では、外陰部に発生する壊死性筋膜炎とされています。フルニエ壊疽（壊死性筋膜炎）に関しては・・・ 
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本誌編集部補足の参考 
・夏井睦医師（形成外科医）のウェブサイト：新しい創傷治療 http://www.wound-treatment.jp/   
 http://www.wound-treatment.jp/title_kiso.htm   
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【豪規制当局 TGA】SGLT-2 阻害剤:ケトアシドーシス 

【WHO】抗がん剤ベムラフェニブ（ゼルボラフ）：心不全リスク 

【米 FDA】フルオロキノロン剤:低血糖症と精神症状 

【WHO】ロスバスタチン（クレストール）とチガグレロル（ブリリンタ）：併用で横紋筋融解症リスク 
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ホワイトハウス高官がトランプ大統領を忌避 
生殖補助医療から出生に至る過程の生命倫理 
着床前診断の技術的課題 
着床前診断の生命倫理的課題 
日本の着床前診断 
「救助弟妹」の生命倫理 
おわりに 
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薬剤師国家試験に挑戦しよう(問題） 

P23  

薬剤師国家試験に挑戦しよう(８頁）の正解と解説 
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編集後記 
★編集長が交代して初めての今号、いかがでしょうか？ 痛風・高尿酸血症ガイドライン批判は目か

らうろこの内容でした。尿細管で再吸収されていることが、人体に必須の物質である証拠だと思い

ます★さて、先日、私の勤めている病院に高齢のご夫婦が入院してきました。夫は治療が必要な入

院、妻は家に一人でいるのが不安なのでという理由で入院してこられました★ところが、妻が「き

つい、身体に力が入らない」と訴えます。お薬手帳を見ると、芍薬甘草湯を服用しています。カリ

ウムを測ると、1.5 のパニック値（正常域 3.6-4.9）、心電図でも危険な不整脈が頻発していました。

すぐに同薬を中止し、カリウムを補充し、１０日後にはカリウムは正常域に達し、心電図も正常化

しました★漫然と漢方薬を処方することの恐ろしさを目の当たりにしました。高橋晄正氏の「漢方

薬は効かない」という名著があります。1993 年発刊ですから、すでに四半世紀前の情報です。本誌

でもそのうち漢方薬の特集をすべきかな、と考えさせられた事例でした★なお、諸事情により、2018
年版の索引は次号に添付いたします。申し訳ありませんが、ご諒承ください。（き） 


